













1972年 4月　東京大学社会科学研究所 助手（1978年 3月まで）
1978年 4月　立教大学法学部 助手（1979年 3月まで）
1979年 4月　筑波大学社会科学系 専任講師（1982年 3月まで）
1982年 4月　早稲田大学教育学部 専任講師（1983年 3月まで）
1983年 4月　早稲田大学教育学部 助教授（1988年 3月まで）
1988年 4月　 早稲田大学教育学部 教授 
（2006年度より教育・総合科学学術院（名称変更）教授）
海外留学・在外研究
1974年 7月～ 1976年 7月　パリ第Ⅳ大学（フランス政府給費留学生）
1984年 9月～ 1986年 3月　米国イェール大学（フルブライト研究員，ACLS研究員）
1993年 7月～ 1993年 8月　米国ルイス&クラーク大学（早稲田＝オレゴン・プログラム派遣教員）
1999年 4月～ 2000年 3月　パリ大学社会科学高等研究院（交換教員）
2006年 7月～ 2006年 9月　パリ政治学院（交換教員）
2009年 2月～ 2009年 5月　ヴェネチア国際大学（派遣教員）
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